課題研究基礎　授業進行表　８回目
テーマ： レポート作成技術１
目　的：論文の定義と構成、執筆上の注意事項を理解し、報告型のレポートを作成できるようになる。
方　法：論文の基本構成を理解し、ロジカル・ライティングを体験する。
配布物：ワークシート
留意点：
	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	１分
	出席確認　ワークシート配布
	
	１

	１分
	本日の課題確認
①レポートとは？
②ロジカル・ライティングとは？
③パラグラフ・ライティングとは？
本日の内容説明
	
	２



３

	４分
	レポートとは
【発問】レポートを書いたことはある？
　　　　レポートって何？
報告型の論文であることを理解する
作文との違いを理解する

論文やレポートの基本構成
　問い・答え・根拠が必要であることを知る
　
	
・論文は報告型と論証型に区分され、レポートは報告型、課題研究の論文は論証型になる。
・試験課題の小論文は、意見文（作文の一種）
・作文　主観的・考えや価値観から意見
　論文　客観性・事実から意見

・作文のように起承転結はいらない。
・レポートはテーマに沿って必要な構成を選ぶ。
	
４

５
６


７

	[bookmark: _GoBack]３分
	ロジカル・ライティング
　ロジカルに考え、書く方法を理解する
　ペアワーク
ロジカル・ライティング実習１
「小さくて丸いものといえば」
「直径２cmくらいで球体に近い野菜といえば」
「直径２cmくらいで球体に近い赤い野菜といえば」
	
・ロジック＝論理、論文は論証する文章で構成されるため、作文とは大きく異なる。
・論文の筆者は、読者の再現性や信頼性を高めるため、定義や具体的な事実・事例を挙げて説明する必要がある。
・ペアで質問が具体的になるたびに想像するものが近づくことを確認させる。
	
８

９

	５分
	論証方法
　論文で自分の意見を論証する方法を理解する

文章表現
　論文で使用する書き言葉を理解する
　文末表現を理解する
　話し言葉を書き言葉に変換する


	
・起承転結ではない文章構成を学ぶ。


・作文で使用する話し言葉、と論文で使用する書き言葉を感覚で理解させる。



	


10
11

12


	20分
	パラグラフ・ライティング
　帰納法を使った論証方法を知る

パラグラフ・ライティング実習
　自分が「得意な科目」について根拠を示して説明する
内容の重複を防ぐため５W1Hで整理する
　書き言葉を意識する

	・根拠：定義、事例：事実として考え、ワークシートの問題を回答させる。




・なぜ・いつ・どこで・だれが・なにを・どのようにと理解させない

	13


14
15

16

	15分
	ロジカル・ライティング実習２
　課題研究を学ぶ必要性をテーマにロジカル・ライティングする
　執筆15分
	
・学んだことをもとに書いてみる。
・模範解答を示す。
	17

	1分
	まとめ
	・本日の課題をペアで確認する
	18


参考資料：沼崎一郎（2018）．『はじめての研究レポート作成術』．岩波ジュニア新書865
　　　　　戸田山和久（2012）．『新版　論文の教室』．NHK出版
　　　　　黒田圭（2012）．『この一冊できちんと書ける！論文・レポートの基本』．日本実業出版社
　　　　　渡邉光太郎．（2017）．『シンプルに結果を出す人の５W１H思考』．すばる舎
